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ＦＦＧの経営理念

l ＦＦＧのグループ経営理念は、「高い感受性と失敗を恐れない行動力」によってチャレンジ精神を常に磨き、「未来志向で
高品質を追求」することで人々にとって役に立つ真に良い商品やサービスを最良のマナーで提供し、「人々の最良な選択を
後押し」することを使命としています。

l ブランドスローガンである「あなたのいちばんに。」を展開し、地域社会を形成するすべてのステークホルダーにとって真
に価値ある存在になることで、「国内トップクラスの広域展開型地域金融グループ」を目指しています。

　ふくおかフィナンシャルグループは、

　高い感受性と失敗を恐れない行動力を持ち、

　未来志向で高品質を追求し、

　人々の最良な選択を後押しする、

　すべてのステークホルダーに対し、価値創造を提供する　　
　金融グループを目指します。

　ふくおかフィナンシャルグループは、

　高い感受性と失敗を恐れない行動力を持ち、

　未来志向で高品質を追求し、

　人々の最良な選択を後押しする、

　すべてのステークホルダーに対し、価値創造を提供する　　
　金融グループを目指します。

グループ経営理念グループ経営理念

コアバリューコアバリュー

いちばん身近な
いちばん頼れる
いちばん先を行く

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｽﾛｰｶﾞﾝﾌﾞﾗﾝﾄﾞｽﾛｰｶﾞﾝ

あなたのいちばんに。

n 国内トップクラスの広域展開型　　　
地域金融グループ

n 九州を基盤とした地域密着型金融　　
の実現

n ステークホルダーの期待を超える
価値創造

ＦＦＧの目指す姿　ＦＦＧの目指す姿　

ＦＦＧの経営理念ＦＦＧの経営理念ＦＦＧの経営理念

顧客顧客

行政行政

ﾒﾃﾞｨｱﾒﾃﾞｨｱ

株主株主従業員従業員

取引先取引先

環境環境

地域社会

（≒ＣＳＲ）（≒ＣＳＲ）
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ＦＦＧのグループ経営体制

顧客接点の
多様性

一体の
経営体制

一つの
経営戦略

インフラの
共有

顧客基盤
の
拡 大 へ

l ＦＦＧは九州を基盤とする地域金融グループであり、お客様や地域社会との強固なリレーションが必要不可欠です。このた
め、お客様との接点である営業チャネルにおいては、福岡銀行、熊本ファミリー銀行、親和銀行といった地域に根ざした3つ
のブランドを最大限に活用し、各銀行がそれぞれの特徴・強みを活かしながら、質の高いきめ細やかな金融サービスを提供
することで、顧客基盤の拡大を図ってまいります。

l 一方、グループ内部においては、持株会社であるＦＦＧに本部企画機能を集約し、グループ共通の経営インフラを3行に提供
することで各行の健全性の向上を図ると共に、お客様に対し高度な金融商品・サービスを提供することが可能となります。

l また、各銀行がグループ共通のシステム・事務インフラを使用することで、統合シナジーを最大限に活かした効率的な経営
を展開してまいります。

　
（
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つ
の
銀
行
）
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行
）
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対顧

　　　　シングルプラットフォーム（一体の経営体制・共通のインフラ）　　　　シングルプラットフォーム（一体の経営体制・共通のインフラ）

リスク管理
（体制・手法）

内部管理態勢
（監査・コンプラ）

システム・

事務インフラ
の共通化

商品サービス
企画・提供

ガバナンス
体制

グループ内
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福
岡
銀
行

福
岡
銀
行

知と行動の総力展開

基本方針基本方針

期待を超える銀行

目指す銀行像目指す銀行像 目標指標（目標指標（20092009年度）年度）

1％台半ば不 良 債 権 比 率

金利横這指　　標

4兆5000億円中小企業等向貸出金残高

50％台前半

335億円

675億円

Ｏ Ｈ Ｒ

当 期 純 利 益

コ ア 業 務 純 益

l ＦＦＧ第二次中期経営計画は、「グループ一体経営体制」を確立し、「統合シナジー効果の最大化」を図るとともに、常に
変革・進化へチャレンジしていく「ＦＦＧカルチャーの創造」を基本方針としています。

l グループの戦略・施策体系を基本に、各銀行が地域社会との徹底したリレーションバンキングを展開することで、ＦＦＧは
質・量ともに「国内トップクラスの地域金融グループ」を目指します。

熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行

熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行
攻めの経営・　　　
規律ある経営

基本方針基本方針

地域になくては　　
ならない銀行

目指す銀行像目指す銀行像 目標指標（目標指標（20092009年度）年度）

親
和
銀
行

親
和
銀
行

変革と進化

基本方針基本方針

地域と共に発展・　
成長する銀行

目指す銀行像目指す銀行像 目標指標（目標指標（20092009年度）年度）

2％台後半不 良 債 権 比 率

金利横這指　　標

8800億円中小企業等向貸出金残高

60％台半ば

45億円

90億円

Ｏ Ｈ Ｒ

当 期 純 利 益

コ ア 業 務 純 益

5％台後半不 良 債 権 比 率

金利横這指　　標

1兆円中小企業等向貸出金残高

60％台後半

50億円

120億円

Ｏ Ｈ Ｒ

当 期 純 利 益

コ ア 業 務 純 益

クオリティ　
戦略

• グループコンプライアンス態勢の強化
• ブランド構築によるグループ一体感の醸成

• グループ人的リソースの戦略的再配置
• グループ人財の育成

人財戦略

• ３行のシステム統合
• 競争力あるグループIT基盤の構築

ＩＴ戦略

• 事務規定・処理体制の共通化
• 事務バックオフィス集約による効率化

事務戦略

• グループリスク管理体制の構築
• 不良債権問題との訣別

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ　
戦略

• 商品･マーケティング開発の一元化
• マルチブランド（３ブランド）による広域展開
型営業

• グループチャネルの戦略的活用

営業戦略

施策・戦術の概要戦略体系

n ＦＦＧカルチャーの創造

n 統合シナジー効果の早期　
実現と最大化

n グループ一体経営体制の　
確立

n ＦＦＧカルチャーの創造

n 統合シナジー効果の早期　
実現と最大化

n グループ一体経営体制の　
確立

第二次中期経営計画
の基本方針

6％程度連 結 Ｒ Ｏ Ｅ

50％台半ば3 行 合 算 Ｏ Ｈ Ｒ

9％程度自 己 資 本 比 率

6％程度Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ 比 率

金利横這指　　標

2％台半ば

330億円

連結不良債権比率

連 結 当 期 純 利 益

目標指標（2009年度）

＜ＦＦＧ第二次中期経営計画 戦略・施策体系＞

ＦＦＧ第二次中期経営計画（２００７年１０月～２０１０年３月）

※本頁における第二次中期経営計画の目標指標は、2008年4月7日に公表した修正後の数値を掲載しております。
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地域密着型金融の推進　～基本的な方針

l ＦＦＧはすべてのステークホルダーに対して、真に価値ある存在であり続け、地域社会と共に成長していくことを使命とし
ています。また、九州を基盤とした「地域密着型金融」の実現により、国内トップクラスの「広域展開型地域金融グループ」
を目指します。

l このＦＦＧの基本精神は各グループ銀行の中期経営計画の基本方針および経営戦略となっており、各銀行における中期経営
計画の実践こそが、「地域密着型金融」の実現に繋がっていくものと考えます。

l ＦＦＧのコアバンクである福岡銀行は、これまで事業再生の専門部署を組織し人材育成とノウハウの蓄積を進めるとともに、
地域型事業再生ファンド創設への参画や地域企業に密着したサービサーの設立、並びに弁護士・税理士等外部専門家との協
業体制を構築する等により、お取引先企業の事業再生支援に積極的に取組んでまいりました。

l さらに、スコアリングシステムの精緻化や、関連不動産評価会社による高度な評価システムの構築等により、信用リスクを
コントロールしつつ積極的に貸出強化を図る「地域密着型金融」の推進体制を支えてまいりました。

l ＦＦＧでは、これらの福岡銀行で蓄積した事業再生や先進的金融ノウハウを熊本ファミリー銀行、親和銀行へ導入すると共
に、更なる金融サービスの高度化、新たな金融手法への展開を図り、3行が連携した取組みを行うことで、「地域密着型金融」
を推進・深化してまいります。

l 今後の展開としては、「地域密着型金融の推進」の3つの柱である①「ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強
化」、②「事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底」、③「地域の情報集積を活用した
持続可能な地域経済への貢献」を軸に、各銀行がそれぞれの中期経営計画に基づき、その特性、地域性を活かした取組みを
実践することで地域社会に貢献してまいります。

l なお、今回方針として定める「地域密着型金融の推進」に関する取組み実績につきましては、各銀行のホームページ等を通
じて積極的に開示を行ってまいります。

l 私的整理ｶﾞｲﾄﾞﾗｲ
ﾝ・ＤＥＳ・ＤＤＳ等を
活用した多数の成
功事例

l 地域の事業再生、
及び取引先従業員
の雇用確保　

l 資産流動化、Ｍ＆
Ａ、ﾉﾝﾘｺｰｽﾛｰﾝ等
の先進的金融

l ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ営業・
ｿﾘｭｰｼｮﾝ営業

l ｽｺｱﾘﾝｸﾞ商品
　　　　　　　　　　　　等

サービスの高度化、新たな手法ﾍのチャレンジサービスの高度化、新たな手法ﾍのチャレンジ

福岡銀行のノウハウ

熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行

親
和
銀
行

地域密着型金融

中期経営計画

ＦＦＧ経営理念

金融ﾉｳﾊｳ事業再生

・営業戦略・ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ戦略
・事務戦略・ＩＴ戦略
・人財戦略・ｸｵﾘﾃｨ戦略

① ライフサイクルに応じた
取引先企業の支援の一層
の強化
② 事業価値を見極める融資
手法をはじめ中小企業に
適した資金供給手法の徹
底
③ 地域の情報集積を活用し
た持続可能な地域経済へ
の貢献

① ライフサイクルに応じた
取引先企業の支援の一層
の強化
② 事業価値を見極める融資
手法をはじめ中小企業に
適した資金供給手法の徹
底
③ 地域の情報集積を活用し
た持続可能な地域経済へ
の貢献

地域密着型金融の推進

ＦＦＧグループ共通
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地域密着型金融の推進　～具体的な取組み

² 創業・新事業支援機能の強化

Ø スコアリングモデルの高度化や動
産・債権担保融資・知的担保融資
等を通じて、将来性のあるベン
チャー企業を育成していきます。

Ø 「ベンチャー支援ファンド」に対
し引き続き出資を行い、ベンチャー
企業の育成を支援していきます。

²取引先企業に対する経営相談・
　支援機能の充実

Ø 事業承継・Ｍ＆Ａ等のＦＡ機能を
更に充実し、取引先企業のニーズ
に則した、ソリューション営業の
展開を行っていきます。

Ø ビジネスマッチング業務の拡充や、
商談会の開催等、取引先企業の支
援に今後も積極的に取組んでいき
ます。

²事業再生に向けた取組み

Ø これまで取り組んできた事業再生
ノウハウを活用し、ローンレビュー
を踏まえ、外部専門家と協業で経
営改善アドバイスを行っていきま
す。　　　

　①ライフサイクルに応じた　
取引先企業の支援の一層の強化

　①ライフサイクルに応じた　　①ライフサイクルに応じた　
取引先企業の支援の一層の強化取引先企業の支援の一層の強化

③地域の情報集積を活用した
持続可能な地域経済への貢献

③地域の情報集積を活用した③地域の情報集積を活用した
持続可能な地域経済への貢献持続可能な地域経済への貢献

²広域営業ネットワーク網を活用
　したビジネスマッチング情報等
　の提供

Ø ＦＦＧグループの広域営業ネット
ワーク網を活用して、取引先企業
のニーズに則した、営業情報およ
びビジネスマッチングの機会を提
供していきます。

²地域活性化のための各種施策・
　連携強化

Ø 産学連携を強化し、取引先企業と
地元大学等の橋渡しを行い、共同
技術研究・開発等に繋げることで、
取引先企業の課題解決や商品開発
を支援していきます。

Ø ＰＦＩ事業に取り組むことで、地
域活性化及び地域再生に貢献して
いきます。

Ø 地域の金融知識普及の一環として、
資産運用セミナー等を充実させて
いきます。

²不動産担保・個人保証に過度に　
　依存しない融資手法の拡充

Ø 不動産担保や個人保証に過度に依　
存せずに、取引先企業の事業価値　
を見極めて融資を行うため、先進　
的融資商品を拡充し、積極的に推　
進していきます。

ü 中小企業に対する新しいファイナンス手
法の検討

ü スコアリングモデル活用無担保商品の強
化

ü 動産・債権等を活用した融資商品の強化

ü 資産流動化スキームの強化

ü 財務制限条項の活用スキームの強化

ü 外部機関との連携強化、研修制度充実に
よる企業に対する「目利き力」の育成

②事業価値を見極める融資手法
をはじめ中小企業に適した
資金供給手法の徹底

②事業価値を見極める融資手法②事業価値を見極める融資手法
をはじめ中小企業に適したをはじめ中小企業に適した
資金供給手法の徹底資金供給手法の徹底

＜参考＞個人保証に過度に依存しない融資の取組状況
（単位：百万円）

19/3末 融資残高 19/3期 実行額実績

①動産・債権譲渡担保融資 1,363 2,300

②知的財産担保融資 148 150

③財務制限条項を活用した融資 2,277 480

④スコアリングモデルを活用した融資 13,598 8,845

²利用者の利便性向上

Ø 店舗リニューアル、バリアフリー
設備の充実を行っていきます。


